
農業者様式６－６ 生産記録（有機農業（化学肥料及び農薬を使用しない農業）の取組)

１　栽培管理（有機農業（化学肥料、農薬を使用しない取組））

（１）作業工程

①土づくりのための技術の実施状況

□ たい肥等有機物資材施用技術

□ 緑肥作物利用技術 （緑肥作物の種類： )

□ 都道府県が定めた技術 （内容： )

（注） 該当する□に、■または✔を入れること。　（以下、同じ）

【使用肥料】 【使用農薬】

①たい肥 （たい肥の原材料）

（注）フェロモン剤、生物農薬等カウントしない農薬も含めて記入する。

②肥料 【その他の使用資材】

２　有害動植物の防除 ３ 　遺伝子組換え技術の利用及び放射線照射の有無

□

□ 遺伝子組換え技術の利用の有無遺伝子組換え技術の利用の有無 □　有 □　無

□ 放射線照射の有無放射線照射の有無 □　有 □　無

４　使用種苗

５　使用禁止資材の飛来・流入防止措置

使用目的
使用時期
（月日）

使用目的資材証明書

環境保全型農業推進協議会

使用時期
（月日）

資材証明書

備　　考

（２）使用肥料、使用農薬

資材等の名称
備　考

（使用量など）
備　考

（使用量など）

備　考
（使用量など）

資 材 名
(剤型等、商品名)

農業者団体の名称 ほ場番号

農 薬 名
(剤型等、商品名)

備考 生産記録番号作物名

播種 年　　月　　日

農業者名
氏名又は法人名

作業名 実施時期（月日）

年　　月　　日

収穫終了日 年　　月　　日

定植

使用時期
（月日）

使用目的資材証明書

　耕種的防除（適地適作の作物や品種の選定、健全種苗の利用、耕起・中耕、被覆植物の利用等）

　物理的防除（種子の比重選、光線の遮断、誘蛾灯・防蛾灯の利用、防虫用ネット・粘着トラップの利用、人力又は機械的な除草等）

　生物的防除（拮抗微生物の利用、捕食性及び寄生性天敵の利用等）

作物名 種・苗の別 入手方法 購入先 種苗の種類 使用農薬名 有機種苗の入手困難な理由 備考

項　目 備　考



①緩衝帯の設置

③機械・器具

６　農業者団体への提出・保管する書類

□ 資材証明書（有機ＪＡＳ規格の別表の肥料・農薬の使用基準を満たしていること等を証明する書類） □ 　種子の購入伝票等（品種名のわかるもの） □ 　出荷・販売伝票（10アール未満の取組の場合）

（注）農業者団体に提出（原本は農業者保管）する書類名の□に、■または✔を入れる。　　

７　炭素貯留効果の高い有機農業を実施する場合（加算措置を適用する場合）

□　堆肥施用技術
C/N比

【追加提出書類】　　農業者団体に提出（原本は農業者保管）する書類名の□に、■または✔を入れる。　　

□出荷・販売伝票（10アール未満の取組の場合） □施肥管理計画 □土壌診断結果書類 □堆肥の購入伝票等(※) □堆肥の原材料のわかる資料　 □堆肥の成分証明書 　

※　堆肥を譲り受ける場合はその証拠書類（伝票、取引書類等）、自給堆肥の場合は堆肥原料、その量、堆肥製造期間、堆肥製造場所、製造した堆肥の量等を記載した書類を保管。　

□　緑肥の作付け
播種量（㎏/10a）

（作物名）※

品種：

（注1）標準播種量には、カタログや都道府県の栽培技術指針等で示されている播種量を記載すること（播種量は、標準播種量以上の播種を行うことが必要）。
（注2）播種から農地還元までの期間を記載すること。

【追加提出書類】　　農業者団体に提出（原本は農業者保管）する書類名の□に、■または✔を入れる。　　

□　緑肥の作付に用いた種子のカタログ等□種子購入伝票等 □出荷・販売伝票（10アール未満の取組の場合）

□　リビングマルチ

□　草生栽培

対象活動

□　カバークロップ

　　　年　　　月　　　日

備考備考

②水管理（水稲取組ほ場のみ記載）

堆肥の名称（種類） 堆肥施用量（kg/10a） 堆肥施用時期（年月日）※ 備考※

近隣ほ場との隔離距離(m)

栽培期間（注２）

作業名

具体的な措置内容

保管場所

□有機専用　　□慣行併用

□有機専用　　□慣行併用

□有機専用　　□慣行併用

□有機専用　　□慣行併用

利用状況

標準播種量（㎏/10a）（注１） 備考

　　　年　　　月　　　日

具体的な措置内容

洗浄方法使用形態

播種

　　年　　月　　日

　　年　　月　　日

農地還元（すき込み）

実施時期

機械・器具名 備考

□個人使用　□共同使用

□個人使用　□共同使用

□個人使用　□共同使用

□個人使用　□共同使用



環境保全型農業推進協議会

会長　大橋　肇 様

住所

氏名 印

令和6年　　月　　日

自給資材等の証明書

　令和５年度環境保全型農業直接支払交付金の生産記録（有機農業（化学肥料及び農薬を使

用しない農業）の取組)について、原材料として記載した資材以外に混入していないことを

証明します。



別紙（自給資材及び地元で生産される資材の証明書）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

□

□ 購入（ ） 相手方（ ）

【添付書類】 購入資材の伝票等

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

□

□

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

自給

備考

自給

入手方法

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

自給

自給

自給
原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

資材の名称

□

自給
□

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

自給
□

□

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

□

原材料

自給
□

自給
□

自給
□

自給
□

自給
□

原材料について、左記以外のものが含ま
れていないことを確認しています。

自給
□



様
＜発行者＞

名称

〒

住所

電話

注）上記に記載した原材料以外は、混入していません。

○ 資材袋等に原材料がすべて記載されていれば、その写し等の提出により、資材証明書に代えることができる。
○ 資材証明書には、「資材の名称と全ての原材料」「記載した原材料以外は混入していない旨」を記載し、

令和6年　　月　　日

資　材　証　明　書

　下記のとおり、弊社で販売している資材の原材料を証明します。

記

資材の名称

原材料 備考

備考欄は、有機農産物の日本農林規格別表１又は別表２に掲げるどれに該当するか（肥料及び土壌改良資材の
場合は、加えて天然物又は化学的処理をしていない天然物質由来か）について、記載すること。


